
らぽーる上尾 介護福祉士実務者研修通信課程 学則 

 

（設置目的） 

第１条 「らぽーる上尾 介護福祉士実務者研修通信課程」（以下「本施設」という。）

は、要介護高齢者及び障害者の自立支援に資するケアを実践する介護福祉士の養成を

めざし、本施設が実施する介護福祉士実務者研修（以下「本研修」という。）を通して、

受講者の介護福祉士資格取得の支援をすることとし、もって地域包括ケアの推進に寄

与することを目的とする。 

 

（名称） 

第２条 本施設の名称は、「らぽーる上尾 介護福祉士実務者研修通信課程」という。 

 

（位置） 

第３条 本施設は、埼玉県上尾市地頭方４２２に置くものとする。 

２ 面接授業は、「らぽーる上尾研修室」において実施する。  

 

（開講期間） 

第４条 開講期間は次の通りとする。 

（１）第１期：７月１日～１２月３１日 

（２）第２期：１月１日～ ６月３０日 

 

（修業年限） 

第５条 本施設の修業年限は６ケ月とし、１年を超えて在籍はできないこととする。 

２ 前項の規定にかかわらず、既に訪問介護員養成研修等の研修を修了している者の修

業年限は、次の各号に定める通りとする。 

（１） 訪問介護員１級課程    ２ヶ月 

（２） 介護職員基礎研修課程   ２ヶ月 

 

（入所定員及び学級数） 

第６条 入所定員は、１学級の定員を１０名、学級数は２学級とし、総定員は２０名と

する。 

  

（養成課程及び履修方法） 

第７条 養成課程の種類は通信課程とし、履修方法については、別表１の通り通信指導

及び添削指導並びに面接授業とする。 

２ 養成課程の科目、教育に含むべき内容及び到達目標は、「社会福祉養成施設及び介護

福祉士養成施設の設置及び運営に係る指針について」（平成２０年３月２８日社援発第

０３２８００１号厚生労働省社会・援護局長通知（以下「国指針」という。））別表５

に定める内容に準拠する。 



（履修免除） 

第８条 既に訪問介護員養成研修等の研修を修了している者については、「実務者研修に

おける「他研修等の修了認定」の留意点について」（平成２３年１１月４日社援基発１

１０４第１号厚生労働省社会・援護局福祉基盤課長）に基づき、別紙２に定めるとこ

ろにより履修を免除することができる。ただし、訪問介護員養成研修３級課程修了者

は無資格扱いとして免除は行わない。 

 

（休業日） 

第９条 原則、休業日は次の通りとする。ただし、養成施設長が認める場合は、休業日

を変更することがある。 

 （１） 年末年始 １２月２９日～１月３日 

 （２） 夏季休業 ８月１２日～８月１５日  

 

（入所時期） 

第１０条 入所時期は、各学級の開講日とする。 

 

（入所資格） 

第１１条 受講対象者は、介護福祉士国家試験受験予定者であり、独力で修了すること

が可能な心身ともに健康な１８歳以上の者とする。 

 

（入所者の選考） 

第１２条 入所の選考は、受講申込書を受理した者の中から、前条の要件を満たすと認

められるものにつき入所決定する。ただし、各学級の定員に達した時点において申込

受付は終了とする。 

  

（入所手続） 

第１３条 入所手続きは原則開講日の１ヶ月前までとし、次の通りとする。  

（１）当施設の HP の申込ページ又は電話で申し込んだ者は、入所決定後速やかに「介

護福祉士実務者研修受講申込書」を各学級の入所手続期日までに郵送又は持参す

ること。また科目の免除を希望する者については該当資格の資格証の写しを添付

すること。 

（２）当施設は、申込み受付けを確認した後、受講料の支払い書類及び教材を郵送する。  

（３）教材等を受け取った受講者は、指定の期日までに受講料を納入する。 

 

（退学、休学及び復学） 

第１４条 退学しようとする者は、退学願を提出し、本施設の許可を得るものとする。 

２ 受講者が疾病、就業先の業務の事情等止むを得ない理由により、別に定める期間を

継続して修学することが困難になった場合は、その理由を明らかにした休学願を提出

し、本施設の許可を得るものとする。 



３ 前項により休学が認められていた者が、復学しようとするときは、復学願を提出し、

本施設の許可を得るものとする。この場合も第５条に定める在籍年限の規定が適用さ

れる。 

 

（学習の評価及び課程修了の認定） 

第１５条 学習の評価及び課程修了の認定は以下の通りとする。 

（通信学習の評価） 

（１）学習の評価は、科目ごとに１回以上テキストに則った課題を課し、その添削を行

うことにより、国指針に定める到達目標の習得状況を確認し、到達目標に達して

いないと認められる場合は、課題の再提出及び再評価を行う。 

（２）各課題の評価は、１００点満点中７０点以上を合格とする。 

（面接授業：介護過程Ⅲ及び医療的ケアの評価） 

（１）介護過程Ⅲの評価は筆記試験と実技試験を行う。 

筆記試験は、１００点満点中７０点以上を合格とし、７０点に満たない場合は再

試験を受けることができる。 

実技試験は各事例の評価項目について「手順通りに実施出来ている」評価が７割

以上で合格とし、７割に満たない場合は再試験を受けることができる。 

（２）医療的ケアの確認筆記試験は、９割以上の正答で合格とし、９割に満たない場合

は再試験により９割以上の正答を満たせば合格とし、演習に進むことができる。 

（３）医療的ケアの演習評価は、各行為に対して５回以上評価を行ない、最終回で手順

通りに出来れば合格とする。 

（４）面接授業の場合において、授業開始から１０分以上遅れた場合は欠席とする。ま

た、やむを得ず欠席する場合は、欠席届を提出するものとする。欠席した場合は

第１８条に規定する補講を受講しなければならない。なお、面接授業を３分の２

以上の出席に達しない者及び医療的ケアの演習の所定回数を満たしてない者は、

履修認定しないものとする。 

（修了の認定） 

（１）修了の認定は、第７条に定めるカリキュラムを全て履修し、講師が科目ごとに行

った評価をまとめて全体の評価を行い、一定の基準に達したと認められた者に対

して行う。 

（２）（１）により修了を認定され、研修受講料を全額納入した者には修了証明書を交付

する。また一部修了した科目がある者には履修証明書を交付する。 

 

（受講料） 

第１６条 本設施の受講料は、受講者の所有資格に応じ次の通りとする。 

（１）無資格、訪問介護員３級課程 １３０，０００円（税抜き、テキスト代を含む。

以下同じ） 

（２）訪問介護員２級課程     １００，０００円 

（３）介護職員初任者研修      １００，０００円 



（４）訪問介護員１級課程       ６０，０００円 

（５）介護職員基礎研修課程       ４０，０００円 

２ らぽーる上尾 介護福祉士実務者研修オリジナルの割引を行うこともある。 

 

（解約の条件及び返金の有無） 

第１７条 受講者からの解約は次の通りとする。 

（１）教材を受領した日から起算して８日間を経過する日まではキャンセルをする旨を

書面にて当施設に連絡することにより、無条件で契約を解約することができる。  

  なお、この場合は受領済みの教材等を返還するものとする。 

（２）（１）の期間後、解約の希望がある場合は受講者本人より開講日の３日前までに当

施設にその旨を書面にて連絡する。当施設は連絡確認後、納入された受講料より

送付済みのテキスト教材費（実費）及び事務手数料１０，０００円を差引いた金

額を返金、もしくはテキスト教材費（実費）及び事務手数料の請求をする。  

なお、この場合はテキストの返還は必要ないものとする。  

（３）開講日の３日前以降の解約は、原則として研修参加費用全額を納入とする。 

また、応募者が定員に対し５割に満たない場合は、開講を中止する場合がある。 

この場合は、テキスト等教材を返送費当施設負担とし返還の上で、振込手数料を当

施設負担とし納入された受講料全額を返金するものとする。 

 

（補講） 

第１８条 補講は次の通りとする。 

（１）面接授業を欠席した場合、有料にて補講を受講することにより修了する。 

（２）面接授業で行われる筆記試験及び実技試験で不合格の場合、３回目以降は有料に

て補講を受講し再試験を受けることができる。 

（３）有料にて補講を受講する場合は、１講義（１時間）１，５００円(税抜き)とする。 

 

（教職員の組織） 

第１９条 研修を実施するにあたり、次の教職員を置く。 

（１）施設長  

（２）教務に関する主任者  

（３）介護過程Ⅲを担当する講師  

（４）医療的ケアを担当する講師  

（５）事務職員 

  

（賞罰） 

第２０条 賞罰は以下の通りとする。  

受講者が指示に不当に従わなかったとき、受講者としての本分に反し故意に業務を妨

害・破損する行為があり、改悛の見込みがないときは、指導、警告、勧告及び退学と

する。 



 

（受講の取消し及び除籍）  

第２１条 次に該当する者は、受講の取消し若しくは除籍とすることができる。  

受講料の返金は原則行わない。  

（１）学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと認められる者  

（２）研修の秩序を乱し、その他受講者としての本分に反した者  

（３）受講者自ら受講継続の意思の無いことを申し出た者  

（４）第５条に定める在籍年限を過ぎた者  

（５）教材受け取り後、指定期日までに受講料の支払いがなく、今後も支払い意思又は

支払い能力がないと判断される者  

 

（その他留意事項） 

第２２条 研修事業の実施に当たり、次の通り必要な措置を講じることとする。  

（１）研修に関して下記の苦情等の窓口を設けて研修実施部署と連携し、苦情及び事故

が生じた場合には迅速に対応する。  

苦情受付：介護セミナー受講者担当 電話０４８（７８０）１０６５  

（２）事業実施により知り得た受講者の個人情報は、申込された資料送付、研修に関す

る案内、研修受講に関連する諸業務のほか、株式会社ラポールの事業における人

財募集に関する案内、研修、セミナー、資格講座などの案内の送付等、及び各種

の統計調査に利用することがある。みだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使

用しない。  

（３）受講者が講習等で知りえた個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に

使用することのないよう受講者の指導を行う。  

（４）面接授業の研修初日に受講者の本人確認を行うものとする。研修の受講申込を行

った者が本人であるかどうか等を公的証明書（健康保険証・運転免許証・パスポ

ート等）により確認する趣旨であるため、現住所と同一であることまで求めない。 

 

（施行細則） 

第２３条 この学則に定めがない事項で必要があると認められるときは、施設長が別に

それを定める。 

 

（附則） 

（１）この学則は、西暦２０１９年７月１日から施行する。  

（２）この学則の一部を改訂し、西暦２０２２年１月１日から実施する。 

（３）この学則の一部を改訂し、西暦２０２３年１月１日から実施する。 



（別表１）科目及び履修方法 

指定規則に定める科目及び時間数 本施設時間数 履修方法 

人間の尊厳と自立（５） 

時間 

 

５ 

テキストを精読し、各自の理解度を深

めた上で、本施設が提示する課題に回

答させ、通信指導及び添削指導により

履修する。 

社会の理解Ⅰ（５） ５ 同上 

社会の理解Ⅱ（３０） ３０ 同上 

介護の基本Ⅰ（１０） １０ 同上 

介護の基本Ⅱ（２０） ２０ 同上 

コミュニケーション技術（２０） ２０ 同上 

生活支援技術Ⅰ（２０） ２０ 同上 

生活支援技術Ⅱ（３０） ３０ 同上 

介護過程Ⅰ（２０） ２０ 同上 

介護過程Ⅱ（２５） ２５ 同上 

介護過程Ⅲ（４５） ４５ 面接授業にて履修する。 

こころとからだのしくみⅠ（２０） ２０ 同上 

こころとからだのしくみⅡ（６０） ６０ 同上 

発達と老化の理解Ⅰ（１０） １０ 同上 

発達と老化の理解Ⅱ（２０） ２０ 同上 

認知症の理解Ⅰ（１０） １０ 同上 

認知症の理解Ⅱ（２０） ２０ 同上 

障害の理解Ⅰ（１０） １０ 同上 

障害の理解Ⅱ（２０） ２０ 同上 

医療的ケア（５０） 

 喀痰吸引及び経管栄養演習 

５０ 

必要回数 

同上 

面接授業にて履修する。 

合  計 ４５０  

 



（別表２）他研修等の修了認定に基づく履修免除 

科目 時間数 
介護職員 

初任者研修 

訪問介護員研修 介護職員

基礎研修 

その他全国

研修 1級 2級 

人間の尊厳と自立 ５ 免除 免除 免除 免除  

社会の理解Ⅰ ５ 免除 免除 免除 免除  

社会の理解Ⅱ ３０  免除  免除  

介護の基本Ⅰ １０ 免除 免除 免除 免除  

介護の基本Ⅱ ２０  免除 免除 免除  

コミュニケーション技術 ２０  免除  免除  

生活支援技術Ⅰ ２０ 免除 免除 免除 免除  

生活支援技術Ⅱ ３０ 免除 免除 免除 免除  

介護過程Ⅰ ２０ 免除 免除 免除 免除  

介護過程Ⅱ ２５  免除  免除  

介護過程Ⅲ ４５    免除  

こころとからだのしくみⅠ ２０ 免除 免除 免除 免除  

こころとからだのしくみⅡ ６０  免除  免除  

発達と老化の理解Ⅰ １０  免除  免除  

発達と老化の理解Ⅱ ２０  免除  免除  

認知症の理解Ⅰ １０ 免除 免除  免除 認知症実践

者研修 認知症の理解Ⅱ ２０  免除  免除 

障害の理解Ⅰ １０ 免除 免除  免除  

障害の理解Ⅱ ２０  免除  免除  

医療的ケア 

 喀痰吸引及び経管栄養演習 

５０ 

必要回数 

    喀痰吸引等

研修 

合  計 ４５０ ３２０ ９５ ３２０ ５０  

 

「訪問介護員養成研修３級課程」修了者は無資格者と同様のカリキュラムを受講するも

のとする。 

 


